
れるよ」と自慢していました。競泳
選手の寺川綾さんの水泳教室に参加
できたことも貴重な経験でした。
石田　地域の人たちが
心優しく、いつもあいさ
つをしてくれるのが
印象的でした。好
きだった場所は、
桑折テニスコート
です。醸芳中学校のテニスコートも
そうですが、綺麗に整備されたテニ
スコートで練習できたということが、
とても嬉しかったです。
町長　東日本大震災で被災した中央
公民館を建て直すとき、子どもたち
の体力が落ちないようにと屋内温水
プールを造りました。今では、幅広
い年代の方々が体力づくりのために
利用しています。また、寺川綾さん
を招くような、一流のものに触れる
機会は今後もつくっていかなくては
いけないと思っています。「あの時こ
うしてもらった」という子どものころ
の記憶は、大人になったときに、次
は自分たちが子どもたちのために何
かやらなければと思う原動力になり
ます。さまざまな事情で町を離れて
いかざるを得ない人もいますが、こ
の町で生まれ育ち、いい町だと思っ
てくれているのだとすれば、ぜひ今
度は、いい町をつくる担い手になっ
てほしいです。

てくれるのではないかと思っていま
す。
町長　上町チアーズやピザスタ、メ
ルバのような店ができたことで、地
域がさらに元気になってきていると感
じています。半田山は国有林でもあ
るため、伐採などに規制があります
が、可能な限り整備をしていきたいと
思います。

全国に誇れる自慢の桃  �

阿部　大人になって感じる町の良さ
は、桃と水がおいしく、自然豊かな
ところです。町に帰ってきた時に飲
む水道水が超おいしくて感動します
し、いい風が吹いているから空気も
うまい。自然豊かだからこそ成り立
つことだと思います。
佐藤（魁）　私も緑が多く、空気や果
物がおいしいところが良さだと思い
ます。実家では桃や柿を作っていま
すが毎年おいしくできるので、売り

手厚い子育て支援  �

吾妻　私は今、県外に住んでいるの
ですが、安心して帰ってこられる空
気感があるところがいいなと感じて
います。良い意味で、ずっと変わら
ないでいてほしいところだなと思っ
ています。
緑上　桑折町は給食費
が無償だったり、制服
が支給されたり、子
育て世代にとても
住みやすい場所だ
と思います。町外の人にもっと認知
され、移住者が増えればいいなと思
います。
町長　やはり町の主役は、次代を担
う子どもたちです。いかなる環境に
あろうとも、同じ機会をしっかりと得
て巣立っていけるように、今後も行
政としてやらなくてはならないことは
しっかりと行っていきます。
佐藤（倫）　ここ数年、地元食材を使
ったバーガーサミットなどのイベン
トや飲食店が増えているように思い
ます。食に力を入れることで、町外
の人に町の魅力をもっと発信できる

と思います。また、自分は
登山が好きですが、半田
山登山道をもっと整備し
ていただけると、も
っと多くの人が来

大人になって感じる町の良いところ
町にこれから期待するところ

こおりEXPO・バーガーサミットイコーゼ！の温水プール

半田山自然公園の桜

高品質な桑折町産桃「あかつき」

上げが結構出てうれしいです。
石田　桃がおいしいところが良さだ
と思います。桃は全国どこへでも
送ってPRでき、遠方の方にも、桑折
町の良さを伝えることができます。
町長　桑折町の桃、とりわけ「あか
つき」は、皇室献上品として平成6年
に指定を受けて以来、今年で31回目
となりました。これまで、「献上桃の
郷」という商標を活かしながら、桃
のPRに力を入れてきました。今では、
農協の直売所に朝早くから桃を買い
求める人の長蛇の列ができています。
それだけ桑折の桃というブランドが
確立されてきたと思っています。さら
に磨きをかけていきますので、皆さん
もぜひ自慢して、多くの人に紹介して
ください。

住みたいまち
住み続けたいまちを目指して  �

河原　町のいいところは、景観の良
さです。町外に住んでいる友達が桑
折町に来たときに「桑折町ってこん
なにきれいなんだ」「こんなにおしゃ
れなんだ」とびっくりしていました。
人を呼び込む機能や施設が充実して
きているので、定住してもらえる政策
を確立することが必要だと思います。
町長　桑折町に行けば、いつもどこ
かに何かの花が咲いているという場
所を作りたいと思っています。今後、
耕作放棄地などが必ず出てくる中で、
そのような土地に何かの花が一面に

咲いていれば「桑折に行けば自然を
満喫できる」とか「いい風景がある」
と言ってもらえます。心温まる、気
分が良くなる風景をみんなでつくって
いきましょう。
佐藤（魁）　町に期待す
ることは、伊達桑折イ
ンターチェンジ付
近に大型商業施
設ができるので、
それを契機に町を発展させることで
す。
町長　東日本大震災からの復旧、復
興のシンボルとして相馬福島道路が
整備され、伊達桑折インターチェン
ジもできました。周辺では大型商業
施設の工事が進んでおり、大きな人
の流れが生まれることでしょう。本町
にも滞在してもらうために、南の玄関
口となる旧伊達郡役所周辺を整備し
ていきたいと思っています。
石田　大学に入って思ったことは、
パソコンでタイピングができないと、
これからの社会に適用できないなと
いうことです。情報系の学習を小学

校や中学校からやっていくことが、町
の発展にもつながると思います。
町長　GIGAスクール構想として、
今は一人一台、タブレットを支給し、
小さいときから学習できる環境を整
えています。また、英語教育に力を
入れ、将来を担う人材をしっかりと
育てていこうとしています。

　人口減少や少子高齢化の問題、激
甚化・頻発化する災害、DXの進展な
どなど、これからは私たちの想像を
はるかに超えるスピードで、世の中
が変わっていきます。しかし、みな
さんが感じているような、ふるさと
の良さであったり、そこに住む町民
の気概であったり、変わってはいけ
ないこともあります。そういうものを
大事にしながら、みんなで町づくり
を進めていきたいと思っています。
これからも、いい町を共につくって
いくためのお力添えを心からお願い
申し上げると同時に、これからの時
代をつくる担い手として期待をして
います！

ICT教育の推進

シラネアオイ

菜の花と半田山

伊達桑折インターチェンジ
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